
港湾における物流機能の強化

苫小牧港東港区浜厚真地区複合一貫輸送ターミナル整備事業

・苫小牧港は、本州に向けた北海道産農産物の移出等
の重要な物流拠点。
・新たな水深９ｍの耐震強化岸壁の整備することで、
先発便の遅延による後発便の遅延が解消されるなど、
北海道産の農水産物の安定的な国内供給に寄与。

■苫小牧港東港区からの北海道産の農水産品の流通イメージ

○ 北海道産農水産物の移出等を支える国内物流の機能強化及び安定性確保を図るため、複合一貫輸送※ターミ
ナル等の整備を推進するとともに、道産産業に必要な物資の輸入などを支える国際物流の機能強化・安定性
確保を図るため、国際物流ターミナルの整備を推進する。

※複合一貫輸送：ある貨物が船舶・トラック・鉄道・航空機といった複数の輸送手段により中継して運ばれる場合に、詰められた貨物が中継地で開封
されることなく、荷受人に届けられる輸送。

＜整備後＞遅延解消＜現状＞先発便の遅延が後発便にも影響


